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Node.jsでライブラリの 
インストール



他人のコードを使う：ライブラリ

• モジュール：コードをそれぞれの機能ごとに分割したもの


• ライブラリ：目的に合わせた再利用性の高いコードの集合体


• パッケージ：ライブラリやモジュールを再配布するためのメタデータ等が付随
したもの


• パッケージマネージャ：インターネット上の置き場：リポジトリからパッ
ケージをダウンロード、アップロードしたりバージョン管理ができる仕組み

※Javascriptではライブラリという言葉を使うことはあまりなく、 
言語ごとに使い分けも微妙に異なるのでざっくりした一般論くらいに思ってください
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例えばC++ではConanやvcpkgなどパッケージマネージャが 
個別のソフトウェアとして存在するが、比較的新しい言語には
セットでパッケージマネージャがついてくることも多い

（Node.jsはnpm、Pythonはpipなど）



NPM(node package manager)を使ってみよう

空のフォルダを作ってVSCodeで開く



NPM(node package manager)を使ってみよう

ターミナルを開く



NPM(node package manager)を使ってみよう

ターミナルを開く



NPM(node package manager)を使ってみよう

npm init と実行
(Node.jsをインストールすればnpmコマンドも使えるはず)



パッケージの名前を聞かれるのでそのままEnter（フォルダ名がパッケージ名になる）

色々聞かれるけど後から修正できるので 
Enter連打でも大丈夫



バージョンを聞かれるのでこれも適当にEnter



バージョンを聞かれるのでこれも適当にEnter



パッケージの説明書きを聞かれるのでEnter



メインのファイル名(npm startコマンドで実行されるもの)を聞かれるのでEnter



メインのファイル名(npm startコマンドで実行されるもの)を聞かれるのでEnter



Testコマンドで実行されるファイル名
インターネット上のリポジトリURL
NPMリポジトリにアップロードしたときの検索キーワード

作者名
配布ライセンス



package.jsonというファイルができる
npm init せずに手動でこのファイルを作ってもOK



パッケージを入れてみよう

• 今回使う日本語の自然言語処理ライブラリ、kuromoji.jsを入れてみよう


• npm search kuromojiで調べるとそのまんまkuromojiという名前のパッケージが
一番上にヒットする


• npm install --save kuromoji というコマンドを実行


• --save はpackage.jsonに依存パッケージとしての情報の行を追加してくれる


• 開発時のみ必要で最終的にはいらないパッケージは--save-devで指定



npm install --save  <package> package.json

依存パッケージ情報を書き込み

node_modules

package-lock.json

実際のパッケージの置き場

全ての依存パッケージのバージョン情報



npm install

package.json

書き込まれた依存パッケージ情報をもとにインストール

node_modules

package-lock.json

実際のパッケージの置き場

全ての依存パッケージのバージョン情報

package.jsonさえ持ち運べれば必要なパッケージを全て復元できる！



kuromojiで単語を分割してみる



下準備

//ファイルシステムの読み込み

const fs = require("fs");

let txt = fs.readFileSync("wagahaiwa_nekodearu.txt").toString();

//余計なルビや注釈とかを正規表現で削除

txt = txt.replace(/《([^《]+)》/gm, "");

txt = txt.replace(/［＃([^［]+)］/gm, "");

fs.writeFileSync("wagahaiwa_nekodearu_plain.txt", txt);



単語の分割

//kuromojiパッケージの読み込み

const kuromoji = require("kuromoji");

//kuromojiを起動する。内蔵の辞書を読み込む

kuromoji.builder({

    dicPath: "node_modules/kuromoji/dict",

}).build((err, tokenizer) => {

    //この中括弧の中で単語の分割処理をする

    if (err != null) {

        //分割時になんかエラーがあったら終了

        console.error(err);

        return;

    }

    //分割された語の情報はJSONの配列となって帰ってくる

    const tokens = tokenizer.tokenize(txt);

    console.log(tokens)

}



オブジェクトデータ（JSON）

• Javascriptでの汎用データフォーマット


• 値はbool、数値、文字列、配列、オブジェクトのどれか


• 配列は数値の配列だけじゃなくオブジェクトの配列や配列
の配列など入れ子にできる


• オブジェクトはキーと値のペアの集まりで、値はやはり配
列やオブジェクトで入れ子になる


• オブジェクトはjsのコードではobj["key"]かobj.keyのどち
らかでアクセスできる

[{

    "word_id": 594460,

    "word_type": 'KNOWN',

    "word_position": 161,

    "surface_form": '説明',

    "pos": '名詞',

    "pos_detail_1": 'サ変接続',

    "pos_detail_2": '*',

    "pos_detail_3": '*',

    "conjugated_type": '*',

    "conjugated_form": '*',

    "basic_form": '説明',

    "reading": 'セツメイ',

    "pronunciation": 'セツメイ'

  },

  {

    "word_id": 92870,

    "word_type": 'KNOWN',

    "word_position": 163,

    "surface_form": 'や',

    "pos": '助詞',

    "pos_detail_1": '並立助詞',

    "pos_detail_2": '*',

    "pos_detail_3": '*',

    "conjugated_type": '*',

    "conjugated_form": '*',

    "basic_form": 'や',

    "reading": 'ヤ',

    "pronunciation": 'ヤ'

  },

  ...

]


（厳密にはjsコード内のオブジェクトでは値に関数を持つこととかもできるけど、  
ファイルフォーマットのJSONとしては許されてなかったりと色々違いはある）
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このtoken内の情報を利用して

なんやかんやする



    // わかるものは読みを全てひらがなにして結合

    const hiraganas = tokens.map(token => {

        if (token.reading != null) {

            return kanaToHira(token.reading)

        }

        else {

            return token.surface_form

        }

    }).join("");

    fs.writeFileSync("wagahaiwa_nekodearu_readings.txt", hiraganas);

一例：全部ひらがなにしてみる



const nouns = tokens.filter((token, idx, tokens) => {

        return token.pos === '名詞' && token.pos_detail_1 === '固有名詞'

    }).map(token => token.surface_form)

        .filter((token, idx, tokens) => tokens.indexOf(token) == idx)//重複を削除

        .sort()//並べ替え

        .join("\n");//改行区切りで文字列として結合

fs.writeFileSync("wagahaiwa_nekodearu_nouns.txt", nouns);


一例：固有名詞だけを抜き出してみよう



Array.filter
配列の各要素で当てはまる条件のものを抜き出し

arr.filter(f)を使うと、配列の各要素を使ってfの返り値がtrueのものだけを抜き出せる

a[0]

a[1]

a[2]

f(a[0])

f(a[2])

const b = a.filter(f)
a b

true

false

true

(element,index,array)=>{

return element==something


}



単語レベルでのコード・ポエトリー



MUC Loveletter Generator
Christopher Strachey, Alan Turing

https://rhizome.org/editorial/2013/apr/9/queer-history-computing-part-three/　

https://rhizome.org/editorial/2013/apr/9/queer-history-computing-part-three/


MUC Loveletter Generator
Christopher Strachey, Alan Turing

https://web.archive.org/web/20130216222649/http://alpha60.de/research/muc/ 

David Linkによるエミュレーション

https://web.archive.org/web/20130216222649/http://alpha60.de/research/muc/


MUC Loveletter Generator
Christopher Strachey, Alan Turing

https://www.gingerbeardman.com/loveletter/  

Matt SephtonによるPHPでの実装

https://www.gingerbeardman.com/loveletter/


MUC Loveletter Generator
Christopher Strachey, Alan Turing

https://nickm.com/memslam/love_letters.html　  
Nick Montfortによるブラウザ上Javascriptでの実装

https://nickm.com/memslam/love_letters.py　Python版も

https://nickm.com/memslam/love_letters.html
https://nickm.com/memslam/love_letters.py


偶然短歌bot（いなにわ）

https://twitter.com/g57577　

https://twitter.com/g57577


偶然短歌bot（いなにわ）

https://github.com/inaniwa3/guuzen-tanka 　

https://github.com/inaniwa3/guuzen-tanka

